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児童の走運動能力に関する研究

一第3報 7～11歳の児童について一

八 木 規 夫(Norio Yagi) 三重大学教育学部

水 谷 四 郎(Shiro Mizutani)三重大学教育学部

Running Abilityin Children aged 7tollyears

Ⅰ 緒 看

本研究の目的は､児童の走運動能力の発達につい

て縦断的に検討することである｡

児童期の走運動能力の発達については､加令とと

もに疾走速度を向上させるが､その疾走速度の向上

は歩数によるものではなく歩幅の経年的増大による

ものであることが明らかにされている三1)しかし､

各個人の疾走速度の向上の仕方については一様では

なく､個々によって様々を様相を呈するものと思わ

れる｡今回は､第3報として､小学校児童の7～11

歳の4年間における疾走速度向上の様相と､疾走速

度向上の仕方に特徴のある児童について事例的に検

討を加えた結果､若干の知見を得たので報告する｡

ⅠⅠ方 法

1.対 象

本学教育学部附属小学校の昭和54年度7歳時､昭

和55年度8歳時､昭和56年度9歳時､昭和57年度10

歳時及び昭和58年度11歳時の同一児童で､男子15名､

女子14名の計29名を本研究の対象とした｡

2.測定手順

走運動能力の測定には､幅1m､路離7･8歳時

は30m､9･10･11歳時は50mの直走路を設定し､

全力疾走を行わせた｡疾走距離の中間地点(7･8

歳時は15～20m､9･10･11歳時は25～30m)での

疾走動作を､被検者の右側方より16mtnシネカメラ

(BolexH16RX-5)で撮影し､そのフイルムよ

り疾走中1サイクルにおける速度(m/sec･)､歩

幅(cm)歩数(times/sec.)を分析した｡をお､

カメラのレンズと被検老との距離は､7･8歳時は

12m､9･10･11歳時は15m､レンズの高さはいず

れも1.Om､撮影速度は7･8歳時は毎秒50コマ､

9･10･11歳時は毎秒64コマであった｡フイルム分

析には､NAC.Motion Analyzer160-Bを使用

した｡測定期間は､昭和54年､55年は9月下旬､昭

和56年､57年､58年は12月上旬であった｡

ⅠⅠⅠ結 果

表1は､今回対象となった児童の身長､体重及び

ローレル指数の年齢別､男女別平均値を示したもの

である｡また､表2は､7～9歳､9～11歳､7～

11歳の2年間及び4年間のそれぞれの変化率を7歳

時及び9歳時を100として算出し､その平均値を年

齢別､男女別に示したものである｡

仁 平均値からみた､疾走速度､歩幅､歩数､歩幅

比の変化について

表3は､年齢別､男女別に疾走速度(Velocity)､

歩幅(Step Length)､歩数(Step Frequency)､

歩幅比(Step Length/Height XlOO)の平均値を

示したものであり､表4は､それぞれの項目につい

て7～9歳､9～11歳､7～11歳の変化率を表2の

場合と同様に算出し､その平均値を示したものであ

る｡

疾走速度は､7歳時の男子5.19m/sec.､女子4.85

m/sec.であったものが､11歳時では男子6.54m/sec､

女子6.11m/sec.と男女とも1.3～1.4m/sec.の増

大を示した｡しかし､7～9歳の2年間における増

大に対して(男子:0.95m/sec.､女子:0.81m/sec.)

9～11歳の2年間における増大(男子:0.40m/sec.

女子:0.45m/sec.)は男女ともほぼ半分の値を示

しており､変化率でみると7-9歳では男子118.6

%､女子117.1%であり､9～11歳では男子105.7

%､女子108.1%であった｡歩幅は､7歳時の男子

-93-



八木規夫･水谷四郎

表1身長･体重･ローレル指数の年齢別･男女別の平均値

Item Height(cm) Weight(kg) Rohrer,sIndex

sex
Age

M(S.D.) M(S.D.) M(S.D.)

Boys

(n=15)

7 120.1(4.50) 21.9(2.13) 126.9(12.04)

8 125.9(4.21) 24.4(2.16) 122.8(12.19)

9 133.2(4.41) 28.7(2.75) 121.5(12.45)

10 138.0(4.46) 32.1(3.74) 122.1(14.39)

田 144.0(6.33) 36.4(5.03) 122.2(14.89)

Girls

(n=14)

7 117.3(6.08) 20.4(3.25) 125.5(7.43)

8 123.3(6.76) 23.0(4.05) 121.5(6.37)

9 131.2(7.29) 26.6(4.43) 116.9(7.54)

10 137.2(8.64) 30.8(6.05) 118.3(9.72)

田 144.1(9.30) 36.2(8.68) 119.3(12.00)

表2 男女別･7～9･9～=い7～11歳時における身長･体重･ローレル指数の変化率の平均値

Item
Height Weight Rohrer,s Index

Sex
Age M(S.D.) M(S.D.) M(S.D.)

Boys

(n=15)

7-9 110.9(1.10) 130.7(6.31) 95.7(3.32)

9-11 108.1(1.37) 126.1(7.46) 100.2(3.49)

7-11 119.8(1.56) 164.4(14.08) 95.3(5.74)

Girls

(n=14)

7-9 112.1(1.33) 130.4(4.63) 93.2(3.68)

9-11 109.7(1.76) 135.0(11.30) 101.9(6.07)

7-11 122.8(2.68) 176.2(17.68) 94.9(5.99)

121.9cm､女子121.4cm､11歳時の男子154.6cm､

女子148.2cmと男子で約33cm､女子で約27cmの増大

を示した｡しかし､歩幅も疾走速度と同じ様に､7

～9歳の2年間における増大に対して(男子:21.7

cm､女子:18.8cm)9～11歳の2年間における増大

(男子:11.Ocm､女子:8.Ocm)は男女ともほぼ半

分の値を示し､変化率でみても7～9歳では男子

118.2%､女子115.7%であるが､9～11歳では男

子107.9%､女子106.0%であった｡歩数は､各年

齢ともほとんど同様の値を示し､男子では4.20～

4.44times/sec･､女子では4.01-4.17times/

sec.の範囲にあった｡従って､2年間ずっの変化率

も男子の7-9歳は101.3%､9～11歳は96.8%､

女子の7～9歳は101.1%､9～11歳は102.5%と

ほとんど差異はなかった｡歩幅比は､7歳時の男子

(%)

101.4%､女子103.5%､11歳時の男子107.6%､

女子102.8%であり､男子は約6%の増大､女子は

ほとんど同様の値であった｡2年間ずっの変化率を

みると､男子では7～9歳が106.6%と6.6%の増

大を示しているのに対し､9～11歳は99.9%と全く

変化がみられをかった｡女子では7～9歳が103.4

%､9～11歳が96.3%であった｡

2.個人別にみた疾走速度､歩幅､歩数､歩幅比の

変化について

表5及び図1は､7歳時に大きい疾走速度を示し

た児童の中で､その後も著しい向上を示したSub.

K.F.(男)､あまり向上しをかったSub.M.T.

(男)､Sub.Y.M(女)と7歳時に小さい疾走速

度を示した児童の中で､その後著しい向上を示した
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表3 疾走速度･歩幅･歩数･歩幅比の年齢別･男女別の平均値

Item Velocity StepLength StepFrequency S.L.

元高~×100し%)
sex

Age
(m/sec.) (cm) (times/sec.)

M(S.D.) M(S.D.) M(S.D.) M(S.D.)

Boys

(n=15)

7 5.19(0.35) 121.9(11.77) 4.27(0.30) 101.4(7.93)

8 5.65(0.35) 127.7(10.04) 4.44(0.39) 101.5(6.48)

9 6.14(0.42) 143.6(12.95) 4.31(0.38) 107.6(7.01)

10 6.34(0.40) 149.6(10.47) 4.26(0.27) 108.4(7.44)

田 6.54(0.42) 154.6(14.31) 4.20(0.32) 107.3(7.86)

Girls

(n=14)

7 4.85(0.43) 121.4(10.39) 4.01(0.23) 103.5(7.40)

8 5.05(0.48) 125.1(9.99) 4.17(0.37) 101.4(6.32)

9 5.66(0.42) 140.2(11.49) 4.05(0.26) 106.8(7.22)

10 5.92(0.45) 145.0(16.12) 4.10(0.31) 105.6(臥34)

田 6.11(0.41) 148.2(13.37) 4.14(0.24) 102.8(4.83)

表4 男女別･7～9･9～1い7～11歳時における疾走速度､歩幅､歩数､歩幅比の変化率の平均値

Item
Velocity StepLength StepFrequency S.L.

､×100
Height

M(S.D.)
Age

Sex M(S.D.) M(S.D.) M(S.D.)

Boys

(n=15)

7-9 118.6(6.92) 118.2(9.53) 101.3(10.20) 106.6(8.86)

9-11 105.7(6.04) 107.9(5.41) 96.8(9.26) 99.9(5.42)

7-11 125.4(6.89) 127.0(11.10) 98.1(8.53) 105.9(9.58)

Girls

(n=14)

7-9 117.1(7.1b) 115.7(6.28) 101.1(7.72) 103.4(5.77)

9-11 108.1(5.74) 106.0(6.13) 102.5(5.07) 96.3(5.17)

7-11 126.5(9.56) 122.2(7.74) 103.5(7.43) 99.6(5.50)

S｡b‥T.H.(男)､Sub.Y.0.(女)の計5名を

抽出し､それぞれの4年間にわたる疾走速度､歩幅､

歩数､歩幅比及び身長､体重､ローレル指数の変化

を示したものである｡をお､7歳時に小さい疾走速

度を示し､その後もあまり向上しをかった児童はひ

とりもみられをかった｡

Sub.K.F.についてみると､疾走速度は7歳時

の5.46m/sec.から11歳時の7.23m/sec.へと1.77

m/sec.の順調な向上を示した｡歩幅も7歳時130.8

cm､11歳時165.6cmと疾走速度同様順調に約35cmの

増大を示した｡一方､歩数は最小が7歳時の4.17

times/sec.､最大が8歳時の4.46times/sec.の範

囲でほぼ横ばい状態を示すものであった｡また､歩

幅比は7歳時の107.9%から11歳時の113.5%まで

(%)

わずかずつではあるが増大傾向を示した｡

Sub.M.T.及びSub.Y.M.についてみると､

疾走速度は､それぞれ7歳時5.41m/sec.､5.57

m/sec.11歳時6.34m/sec.､5.86m/sec.とSub.

M.T.は0.93m/sec.､Sub.Y.M.は0.29m/sec.

の増大にすぎなかった｡歩幅は､Sub.M.T.が7

歳時119.Ocmから11歳時159.Ocmと約40cmの大きを

増大を示し､Sub.Y.M.は7歳時の123.6cmから

11歳時149.1cm(10歳時には160.Ocmを示した｡)と

約26cmの増大であった｡一方､歩数は両者とも7歳

時には4.55times/sec.であったものが､11歳時に

はSub.M.T.が3.99times/sec.､Sub.Y.M.が

3.87times/sec.とそれぞれ0.56times/sec.及び0.68

times/sec.の減少を示した｡また､歩幅比では､
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表5 抽出児童5名の年齢別､各項目の測定値

Sub.K.F. Sub.M.T. Sub.T.Ⅲ. Sub.Y.M. Sub.Y.0.

Velocity

(m/sec･)

7 5.46 5.41 4.86 5.57 4.48

8 6.11 5.96 5.03 5.66 4.84

9 6.57 6.23 5.26 5.75 5.42

10

田

6.74 6.45 6.17 6.09 5.75

7.23 6.34 6.28 5.86 6.15

StepLength

(cm)

7 130.8 119.0 101.9 123.6 113.2

8 136.8 121.8 132.4 134.1 107.8

9 150.0 136.1 134.2 149.0 138.7

10 155.0 155.3 135.3 158.1 136.9

田 165.6 159.0 131.3 149.1 144.3

StepFrequency

(times/sec.)

7 4.17 4.55 4.76 4.55 4.00

8 4.46 4.88 3.80 4.10 4.46

9 4.31 4.63 3.91 3.91 3.91

10 4.27 4.14 4.58 3.89 4.27

田 4.39 3.99 4.70 3.87 4.24

S･L･×100

Height

(%)

7 107.9 101.7 85.3 106.6 98.2

8 106.9 99.2 105.8 110.9 88.4

9､ 110.3 104.7 101.6 116.5 106.9

10 110.1 115.0 98.3 118.3 101.9

田 113.5 113.7 91.8 105.1 102.6

Height

(cm)

7 121.2 117.0 119.5 115.9 115.3

8 128.0 122.8 125.1 120.9 122.0

9 136.0 129.9 132.1 127.9 129.7

10 140.8 135.0 137.6 133.6 134.4

田 146.0 139.8 143.0 141.9 140.6

Weight

(短)

7 20.2 20.8 19.4 20.0 19.6

8 22.8 23.7 21.5 22.4 22.4

9 27.6 27.6 25.2 27.6 26.2

10 30.0 30.2 28.0 32.4 29.4

田 32.2 34.4 31.5 38.6 30.7

Rohrer,s Index

7 113.5 129.9 113.7 128.5 127.9

8 108.7 128.0 109.8 126.8 123.4

9 109.7 125.9 109.3 131.9 120.1

10 107.5 122.7 107.5 135.9 121.1

田 103.5 125.9 107.7 135.1 110.5

-96一



八木規夫･水谷四郎

S
t
e
p
訂
⊃
g
t
h
(
∩
∃
)

S
t
戚
二
百
⊃
g
t
h
(
∩
∃
)

釦

60

40

×
一
〇
〇

S
t
巾
P

紛

00

｢
e
⊃
g
t
h
(
c
∃
)

瑚

120

100適指鳩昌○

Ⅷ
｡
`
-
郡
=
〈
｡
､
｡
)

8 9 10 11

Age(yrs.)

8 9 10 11

Age(yrs.)

8 9 10 11

Age(yrs･)

7

(
㌶
S
､
∈
)

ゝ
号
8
一
き

(
U
茎
∽
賓
l
)
担
当
㌘
山

d
空
S

(
U
む
S
､
∈
)

主
U
〇
一
空

(U急が∈争uむ軒丘

d
む
l
S

8

7

6

5

′q

(足S､∈)

言UO空

(
U
む
卓
把
∈
三
ゝ
ピ
当
b
巴
山

d
皇
S

Sub.K.F.

鞘■｡三r他

/
一
■
/
一

ー＼-一一--1ト→1

7 8 9 10 11

Age(yrs･)

Sub.M.T.

扇｡h誓〉10ノ二

7 8 9 10 11

Age(yrs･)

Sub.Y.M.

ノ看ight(kg)-甲｣㌣一jlO

.ノ二
7 8 9 10 11

Age(yrs.)

60

40

20

∞

｣2U｢三田争

1

60

00

20

∞

00

20

∞

l

l

l

l

■.-

1

1

(∈U)

主
君
工

×
む
P
U
l脚

｣
中
三
○
∝

詞押.1｡｡Ⅷ

20

∞

X
む
P
u
-

即
L
と
工
○
∝



児童の走運動能力に関する研究

Sub.T.H.

0

0

0

0

6

′q

2

0

甘
U
)
J
毒
針

1

0

0

0

4

2

0

1

1

1

×
む
P
u
lS
｣
巴
エ
○
∝

0

0

0

0

(∈U)一急石エ

0

0

0

4

2

0

1

1

1

×
む
P
U
【

少
L
聖
二
○
∝

春雪｣t(kg)
弧

30

柏

7 8 9 10 11

Age(yrs.)

Sub.Y.0.

7 8 9 10 11

Age(yrs.)

W
e
岳
h
二
k
g
)

0

0

0

5

3

-

ぜ
む
S
ぎ
㌔
p
㌢
4

(｡旦賢〉㌢㌔lS

(U朗､∈)

主UO一豊

(
U
遷
S
嬰
l
)
声
当
野
｣

d
空
S

8 9 10 11

Age(yrs.)

ト ナ一ノ

■､･-1l

7 8 9 10 11

Age(y｢s.)

図1 抽出児童における7～11才の疾走速度

歩幅､歩数､歩幅比及び身長､体重

ローレル指数の変化

Sub.M.T.は7歳時の107.7%から11歳時の113.7

%まで大きを増大を示した｡Sub.Y.M.は7歳時

の106.6%から11歳時105.1%と結果的にはほとん

ど同様の値であったが､その間､10歳時には118.3

%と非常に大きを値を示しており､歩幅比の変化曲

線と歩数の変化曲線が全く対称的を形を描くもので

あった｡

Sub.T.H.､Sub.Y.0.についてみると､疾走

速度は､それぞれ7歳時4.86m/sec.､4.48m/sec.､

11歳時6.28m/sec.､6.15m/sec.とSub.T.H.は
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1.42m/sec.､Sub.Y.0.は1.67m/sec.の大きを

増大を示した｡歩幅は､それぞれ7歳時101.9cm､

113.2cm､11歳時131.3cm､144.3cmとSub.T.H.は

29.4cm､Sub.Y.0.は31.1cmの増大であったが､

その変化曲線は極端を変動を示すものであった｡歩

数はSub.T.H.､Sub.Y.0.ともに､それぞれ7

歳時4.76times/sec.､4.00times/sec.､11歳時4.70

times/sec.､4.24times/sec.と結果的にはほぼ同

様の値を示したが､その間の上下動はかをり大きな

ものであった｡また､歩幅比は､それぞれ7歳時
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85.3%､98.2%､11歳時91.8%､102.6%と結果的

には両者ともわずかを増大を示したが､その間にお

ける変動は大きく､しかも歩数の変化曲線と対称的

を形を描くものであった｡

上記5名の身長､体重､ローレル指数の変化につ

いてみると､身長は7歳時の115.3-121.2cmから

11歳時の139.8～146.Ocmと5名とも20cm以上の増

大を示した｡しかし､体重は､7歳時では5名とも

20kg前後でほとんど同様の値を示したが､11歳時に

は30.7～38.6kgとかをりのばらつきがみられ､特に

Sub.Y.M.は20.Okgから38.6kgとほぼ2倍にあた

る増大を示した｡従って､ローレル指数はSub.Y.M･

以外の4名は7歳時より小さい値を示したのに対し､

Sub.Y.M.だけは7歳時よりも大きを値を示した｡

(m/sec.)

言U〇一む)
6

2

Ⅳ 論 議

一般に､この時期における疾羞速度の経年的向上

は歩幅の増大によるものであり､歩数の影響はほと

んどないとされている｡これは､歩数の値が2歳頃

からすでに4.Otimes/sec.前後を示し､その後もほ

とんど変化がなく横ばい状態が続くことが明らかに

されているからである三1)本研究対象児童の7～11

歳時の4年間にわたる疾走速度､歩幅､歩数､歩幅

比の結果についても､上記報告と同様の傾向にある

と言えよう(図2参照)｡また､7～11歳の4年間を

7～9歳､9～11歳の2年間ずっに分けて歩幅の増

大分を比較してみると､男女とも7～9歳の2年間

の方が9-11歳の2年間よりも2倍ほど大きな増大
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図2 4～13歳までの疾走速度､歩幅､歩数､歩幅比の変化

長谷川ご)猪飼､5)能勢さ2)宮丸こ0)斉藤さ3)加賀谷7)の報告から筆者が作成｡
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分を示している｡歩幅の増大に関する要因としては､

第一に身長の増大があげられるが13)その他に筋力の

増大,9)疾走フォームの改善,9)筋の作用機序の改善2)

をどが考えられる｡しかし､身長と歩幅の比である

歩幅比が7～9歳の2年間では男女とも増大してい

るのに対し､9～11歳の2年間では男子は横ばい､

女子はやや減少を示している｡したがって､7～9

歳の2年間は男女とも身長以外の上記因子がより大

きな歩幅の増大を引き起したのではないかと推察さ

れる｡をお､9～11歳の女子で歩幅比が減少したの

は､女性特有の形態が現われている児童が一部にみ

られており､その影響が出たとも考えられるが､よ

り詳しい検討が必要である｡

ところで､上述の論議はすべて平均値にもとづく

ものであるが､被検者ひとりひとりについて個別に

検討してみると､その変化の仕方は千差万別であり､

様々な様相を呈していることがわかる｡第2報で

はご8)7～9歳の2年間の資料で疾走速度が著しく向

上した児童とそれほど向上しをかった児童を抽出し､

彼等の歩幅､歩数､歩幅比及び身長､体重､ローレ

ル指数の変化率を検討した結果､両者に著しい差異

が認められたのは､歩数の項目のみであり､疾走速

度向上の個人差は歩数の増減の仕方に影響されてい

るのではないかと推察した｡しかし､これらは7歳

時における疾走速度の大小を無視し､単に増加率の

みに着目して児童を抽出し検討したものである｡そ

こで今回は､7～11歳の4年間にわたる資料から7

歳時における疾走速度の大′トも考慮に入れて､結果

の2.で述べた様を児童5名を抽出し検討を加えた｡

その結果､7歳時の疾走速度の大小にかかわらず疾

走速度が著しく向上したSub.K.F.､Sub.T.H.

Sub.Y.0.は､結果的にはいずれも歩幅が約30cm

の増大を示し､歩数はほぼ一定の値を示した｡一方､

7歳時の疾走速度は大きい値を示したがその後あま

り向上しなかったSub.M.T.､Sub.Y.M.は､

両者とも歩幅は40.Ocm､25.5cmと上記3名の増大に

匹敵するものであったが､歩数は著しい減少を示し

た｡また､Sub.K.F.に比べて他の4名の歩幅､

歩数､歩幅比の値は極端な変動を示し､特に歩幅比

と歩数の変動は相反するものが多くみられた｡

すなわち､歩幅の増大は疾走速度向上の最も重要な

因子ではあるが､著しい歩数の減少を伴うようを歩

幅の増大は逆に疾走速度向上の制限因子として働く

場合がある｡より大きを疾走速度の向上を得るには､

Sub.K.F.のように､歩数をほぼ一定に保ちをが

ら歩幅比をわずかずっ増大させることが最適である

と思われる｡一方､形態面からみると､Sub.Y,M.

は11歳時のローレル指数が135.1と7歳時よりも大

きい値を示しているが､他の4名はいずれも7歳時

よりも11歳時の方が小さい値を示した｡したがって､

Sub･Y･M･の場合は､体重の増えすぎによる影響

が歩数を減じさせ､疾走速度向上を制限したとも考

えられる｡

Ⅴ 要 約

小学校児童7歳時から11歳時の同一児童を対象と

し､4年間における疾走能力の向上の個人差につい

て､身長､体重をどの形態面を含みをがら､疾走速

度を中ノじ､に歩幅､歩数､歩幅比の変化を事例的に検

討し､次の様を結果を得た｡

1)疾走速度の7歳時から11歳時への変化率は､平

均して､男子は125.4%､女子は126.5%であった｡

7～9歳の2年間と9～11歳の2年間とに分けて変

化率を比較してみると､男女とも7-9歳の2年間

が118.6%､117.1%､9～11歳の2年間が105.7

%､108.1%と7～9歳の方が約2倍の増大分を示

した｡

2)7～11歳の4年間に疾走速度の著しい向上を示

した児童とそれほど向上しをかった児童を7歳時に

おける疾走速度の大小別に抽出して検討した結果､

7歳時の疾走速度の大小にかかわらず､著しい向上

を示した老は歩数を減じることをく歩幅を増大させ

ているのに対し､7歳時の疾走速度は大きい値を示

したがその後あまり向上しなかった老は､歩幅は増

大しているが歩数を7歳時よりも減少させている傾

向がみられた｡
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